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は
じ
め
に

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
正
午
頃
、
関
東
地
方
に
神
奈
川
県
相
模
湾
沖
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
巨
大
地
震
が
襲
っ
た
。
関
東
大
震
災
で
あ
る
。

こ
の
地
震
は
、
発
生
時
刻
が
昼
食
時
で
も
あ
っ
た
た
め
、
台
所
が
火
元
と
な
っ
て
多
数
の

火
災
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。

こ
の
震
災
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
多
く
の
貴
重
な
古
典
籍
等

の
文
化
財
も
灰
燼
に
帰
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
資
・

史
料
保
存
機
関
が
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
（
（
（

。
こ
の
災
害
の
教
訓
と
し
て
、
貴
重

な
古
典
籍
の
亡
失
を
防
ぎ
、
後
世
に
伝
え
る
手
段
と
し
て
複
製
品
を
作
成
し
、
万
一
に
備

え
よ
う
と
い
う
動
き
が
ひ
ろ
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
原
本
に
忠
実
な
複
製
を
作
成
し
、

そ
れ
を
各
地
で
保
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
険
分
散
を
し
よ
う
と
す
る
発
想
で
あ
っ
た
。

特
に
、
震
災
後
の
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
こ
う
し
た
事
業
は
活
発
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
利
用
さ
れ
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
で
発
明
さ
れ
ド
イ
ツ
に
お
い
て
実
用
化
さ
れ
た

コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
と
い
う
技
術
で
あ
る
。
こ
の
技
術
は
、
本
来
写
真
印
刷
に
用
い
ら
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
そ
の
特
性
に
よ
り
複
製
を
作
成
す
る
手
段
と

し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
関
東
大
震
災
を
契
機
と
し
て
宮
内
省
図
書
寮
で
始
め
ら
れ
、
現
在
も
宮
内

庁
書
陵
部
に
お
い
て
継
続
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
の
複
製
事
業
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
事
業
の

沿
革
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
、
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

一　

宮
内
省
図
書
寮
と
関
東
大
震
災

こ
こ
で
は
、
こ
の
複
製
事
業
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
関
東
大
震
災
時
に
お
け
る
図
書

寮
の
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
堀
口
修
氏
（
（
（

に
よ
っ
て
そ
の

大
要
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
記
述
は
堀
口
氏
の
成
果
に
依
拠
し
た
。

ま
ず
は
、
図
書
寮
の
沿
革
を
述
べ
、
大
正
一
二
年
当
時
の
図
書
寮
の
業
務
や
所
在
地
に

つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

近
代
官
制
下
の
図
書
寮
は
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）、
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
た
図

書
寮
が
そ
の
起
源
で
あ
る
。
そ
の
職
務
は
、「
御
系
譜
並
ニ
帝
室
一
切
ノ
記
録
ヲ
編
輯
シ

内
外
ノ
書
籍
古
器
物
書
画
ノ
保
存
及
ヒ
美
術
ニ
関
ス
ル
事
等
ヲ
掌
ル
所
」
と
さ
れ
た
。
ま

た
一
時
は
正
倉
院
や
帝
室
博
物
館
を
所
管
し
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
文
化
に
大
き
な
影
響

宮
内
省
・
宮
内
庁
に
お
け
る
古
典
籍
複
製
事
業
の
沿
革
と
そ
の
意
義

─
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
複
製
を
中
心
と
し
て
─

小
　 

森
　
正 

　
明
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を
与
え
て
き
た
皇
室
文
化
の
調
査
・
研
究
に
も
関
与
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（
（

。

明
治
二
二
年
、
皇
室
典
範
が
制
定
さ
れ
る
と
、
皇
室
の
戸
籍
に
あ
た
る
皇
統
譜
及
び
皇

族
の
誕
生
等
に
関
す
る
記
録
の
保
管
が
職
務
と
し
て
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
の
ち
、
明
治
天

皇
が
明
治
二
年
に
京
都
御
所
よ
り
移
管
し
た
約
一
万
点
の
古
典
籍
を
も
と
に
、
断
絶
し
た

宮
家
や
旧
公
家
・
大
名
家
、
内
閣
文
庫
な
ど
か
ら
献
納
・
移
管
・
購
入
さ
れ
た
古
典
籍
の

集
積
を
み
て
、
膨
大
な
古
典
籍
保
存
機
関
と
し
て
の
役
割
も
併
せ
も
つ
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

明
治
期
以
降
、
図
書
寮
所
蔵
古
典
籍
の
拡
充
を
み
た
が
、
関
東
大
震
災
ま
で
に
図
書
寮

に
集
積
さ
れ
て
い
っ
た
古
典
籍
は
以
下
の
諸
家
か
ら
の
も
の
で
あ
る
（
（
（

。

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）	

内
閣
文
庫
（
一
九
三
一
部
）

同	

二
五
年	

松
岡
家
（
一
二
〇
〇
〇
点
）

同	

二
九
年	

徳
山
毛
利
家
（
二
〇
九
〇
一
点
）

同	

二
九
年	

平
田
家
（
八
一
一
点
）

	

三
四
年

同	

四
二
年	

御
所
御
文
庫
（
二
箱
）

同	

四
三
年	

曽
根
家
（
一
五
〇
部
）

同	

四
四
年	

旧
桂
宮
（
九
七
二
〇
点
）

大
正　

五
年
（
一
九
一
六
）	

土
御
門
家
（
五
〇
三
点
）

同	

八
年	

葉
室
家
（
四
〇
〇
〇
点
）

同	

八
年	

野
宮
家
（
一
四
四
点
）

同	

一
〇
年	

白
川
家
（
一
一
二
八
点
）

図
書
寮
は
、
当
初
赤
坂
離
宮
内
に
設
置
さ
れ
た
が
、
い
く
度
か
所
在
地
の
変
遷
を
経
て
、

大
正
期
に
は
東
京
市
麹
町
区
三
年
町
（
現
、
千
代
田
区
霞
ヶ
関
三
丁
目
、
永
田
町
一
丁
目

周
辺
）
に
所
在
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
大
正
一

二
年
当
時
の
図
書
頭
は
杉
栄
三
郎
で
あ
っ
た
。
図
1
が
、
当
時
の
建
物
の
配
置
図
で
あ
る
。

図
書
寮
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
は
、
現
在
の
文
部
科
学
省
の
裏
手
あ
た
り
に
該
当
し
、
明

治
期
に
は
工
部
大
学
校
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た
。

で
は
、
次
に
関
東
大
震
災
当
日
の
図
書
寮
の
状
況
を
簡
単
に
ト
レ
ー
ス
し
て
い
こ
う
。

既
述
の
よ
う
に
、
関
東
大
震
災
は
、
正
午
頃
に
発
生
し
た
た
め
、
昼
食
を
用
意
し
て
い
た

台
所
か
ら
火
の
手
が
あ
が
り
、
火
災
の
発
生
と
い
う
地
震
の
被
害
に
と
ど
ま
ら
な
い
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

図
書
寮
も
例
外
で
な
く
周
辺
地
域
に
火
災
が
発
生
し
、
類
焼
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
大
震
災
の
折
に
防
火
活
動
に
邁
進
し
た
図
書
寮
職
員
の
一
人
、
両
角
運
右
エ
門

の
手
記
が
残
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
時
間
の
経
過
に
沿
っ
て
、
状
況
を
記
し
て
い
き
た
い
。

・
九
月
一
日
は
、
土
曜
日
で
、
職
員
は
昼
食
を
済
ま
せ
て
退
庁
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

・
第
一
震
が
襲
来
。

・
文
庫
は
東
西
に
雷
光
の
よ
う
に
揺
れ
た
。

・
第
二
震
が
襲
来
。

・
警
視
庁
方
面
か
ら
発
火
し
、
や
が
て
帝
室
林
野
局
か
ら
も
発
火
し
た
。

・
午
後
四
時
頃
、
図
書
頭
杉
孫
七
郎
や
事
務
官
が
退
庁
し
た
。

・
午
後
六
時
頃
、
赤
坂
区
田
町
方
面
か
ら
の
火
焔
が
溜
池
町
方
面
を
経
て
、
図
書
寮
の
方

に
向
か
っ
て
き
た
。

・
当
日
の
図
書
寮
宿
直
員
は
、
大
沢
護
雄
ら
六
人
で
あ
っ
た
が
、
非
常
時
の
た
め
両
角
運

右
エ
門
も
臨
時
宿
直
員
に
あ
て
た
。

・
午
後
八
時
頃
、
鍋
島
邸
か
ら
東
京
女
学
館
の
屋
根
に
飛
び
火
し
て
燃
え
始
め
た
。

・
両
角
は
、
消
火
活
動
を
行
う
が
、
な
す
術
が
な
い
状
態
と
な
り
、
皇
宮
警
察
部
消
防
隊

に
消
火
を
依
頼
す
る
が
、
同
隊
は
宮
城
方
面
に
急
行
し
、
協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
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・
東
京
女
学
館
の
火
焔
は
、
竜
巻
を
生
じ
図
書
寮
を
襲
う
事
態
と
な
る
。

・
万
一
に
備
え
て
、
尚
蔵
文
書
の
搬
出
の
準
備
を
す
る
。

・
宿
直
員
達
は
、
消
化
器
と
井
戸
水
に
よ
っ
て
消
火
活
動
を
行
う
。

・
火
の
勢
い
は
、
東
京
女
学
館
の
西
側
に
向
か
い
、
図
書
寮
へ
の
危
険
が
少
な
く
な
る
。

・
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
図
書
寮
の
旧
庁
舎
へ
の
危
険
が
増
し
、
宿
直
員
達
は
旧
庁
舎

の
防
火
活
動
を
行
う
。

・
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
の
表
玄
関
の
真
上
の
庇
が
燃
え
始
め
る
。

・
図
書
寮
仮
庁
舎
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
、
板
塀
を
破
壊
す
る
。

・
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
が
延
焼
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
京
女
学
館
の
火
勢
が
減
少
し
、

図
書
寮
旧
庁
舎
へ
の
延
焼
の
危
険
が
少
な
く
な
る
。

・
旧
庁
舎
へ
の
延
焼
が
免
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
仮
庁
舎
へ
の
延
焼
の
危
険
も
な
く
な
る
。

・
午
前
零
時
半
（
九
月
二
日
）
頃
、

岩
波
宮
内
事
務
官
が
本
省
（
宮
城
）

か
ら
状
況
視
察
の
た
め
来
部
。
図
書

寮
の
無
事
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
図
書
寮
は
宿
直
員
達

の
奮
闘
に
よ
っ
て
、
震
災
の
火
災
か

ら
守
ら
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
無
傷
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
奇
跡
的
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
図
書
寮
の
古
典

籍
は
、
当
時
の
職
員
の
働
き
に
よ
っ

て
震
災
の
被
害
を
免
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
、
こ
の
震
災
を
教
訓

と
し
て
、
図
書
寮
に
所
蔵
さ
れ
る
貴
重
な
古

典
籍
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
べ
き
か
の

議
論
も
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

そ
の
一
つ
の
動
き
が
、
よ
り
安
全
な
場
所
を

も
と
め
て
麹
町
区
三
年
町
か
ら
宮
城
内
（
皇

居
）
へ
の
庁
舎
移
転
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
年

に
は
、
宮
城
内
、
旧
江
戸
城
本
丸
跡
（
現
在

の
皇
居
東
御
苑
内
）
に
新
庁
舎
を
建
て
、
平

成
五
年
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
古
典
籍
を

保
存
し
つ
づ
け
て
き
た
（
図
2
）。
そ
し
て

平
成
九
年
に
は
新
し
い
庁
舎
が
竣
工
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
古
典
籍
の
複
製
を
作
成
す
る
こ
と
も
、
そ

の
教
訓
へ
の
も
う
一
つ
の
動
き
と
し
て
顕
然
化
す
る
。

二　

コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
の
工
程
と
複
製
事
業
の
濫
觴

こ
こ
で
は
、
ま
ず
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
の
特
性
か
ら
述
べ
て
み
た
い
。

コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
は
、
一
八
五
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
印
刷
技
術
で

あ
る
。
日
本
印
刷
学
会
編
『
新
版
日
本
事
典
』
（
（
（

に
は
、
コ
ロ
タ
イ
プ
の
説
明
と
し
て
ま
ず

「
ゼ
ラ
チ
ン
を
版
面
と
す
る
写
真
印
刷
法
」
と
み
え
る
。
当
初
は
写
真
を
印
刷
す
る
た
め

の
技
術
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
事
典
で
は
、
以
下
、
技
法
を
手
順
ご
と
に
記
述
し
、

最
後
に
「
発
明
者
ヨ
セ
フ
＝
ア
ル
バ
ー
ト
（Joseph A

lbert

独
）
は
一
八
七
〇
年
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
市
に
コ
ロ
タ
イ
プ
工
場
を
つ
く
り
，
一
八
七
三
年
に
は
コ
ロ
タ
イ
プ
速
刷
機
を
設

図１　関東大震災当時の図書寮周辺
（堀口論文より転載）

図２　昭和２年に竣工した図書寮庁舎
（旧江戸城本丸跡、平成 7年　中村一紀氏撮影）
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計
し
て
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
の
実
用
化
を
図
っ
た
。
コ
ロ
タ
イ
プ
は
絵
は
が
き
・
ア
ル
バ

ム
・
絵
画
・
写
真
印
画
な
ど
の
印
刷
に
用
い
る
。
発
明
者
の
名
に
ち
な
み
別
名
ア
ル
バ
ー

ト
タ
イ
プ
と
も
い
う
。
ま
た
，
ア
メ
リ
カ
で
は
フ
ォ
ト
ゼ
ラ
チ
ン
プ
ロ
セ
ス
と
も
呼
ぶ
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
述
に
は
多
少
の
注
釈
が
必
要
で
あ
る
。
文
中
の
「
発
明
者
ヨ
セ
フ
＝
ア
ル
バ
ー

ト
」
と
あ
る
が
彼
は
ド
イ
ツ
人
で
、
厳
密
に
は
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
専
用
の
印
刷
機
を
発
明

し
実
用
化
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
故
事
典
で
は
発
明
者
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
八

五
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
こ
の
技
術
を
最
初
に
発
明
し
た
の
は
、
ポ
ア
テ
バ
ン
（Poitevin

）

と
い
う
人
物
で
あ
る
と
い
う
（
（
（

。
我
が
国
に
は
、
明
治
時
代
に
そ
の
技
術
が
輸
入
さ
れ
、
明

治
一
六
年
、
内
閣
印
刷
局
に
お
い
て
コ
ロ
タ
イ
プ
に
よ
る
印
刷
が
開
始
さ
れ
、
当
時
は
主

と
し
て
写
真
印
刷
に
使
用
さ
れ
て
い
た
（
（
（

。
版
に
ガ
ラ
ス
板
を
使
用
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ

の
古
名
を
冠
し
て
玻
璃
版
（
は
り
ば
ん
）
と
よ
ば
れ
る
場
合
も
あ
る
。

そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
絵
画
・
写
真
な
ど
を
印
刷
す
る
場
合
に
主
流
で
あ
っ
た
網
点
で

画
像
を
表
現
す
る
印
刷
と
は
異
な
り
、
連
続
階
調
（
網
点
無
し
）
で
画
像
を
表
現
で
き
る

た
め
、
写
真
や
絵
画
な
ど
の
微
妙
な
タ
ッ
チ
を
忠
実
に
再
現
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

の
ち
に
美
術
品
な
ど
の
複
製
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
所
以
で
あ
る
。

古
典
籍
の
複
製
に
、
い
つ
頃
か
ら
こ
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
が
用
い
始
め
ら
れ
た
の
か
は
、

定
か
で
は
な
い
が
、
既
に
大
正
二
、
三
年
に
か
け
て
『
類
聚
古
集
』
一
六
帖
の
複
製
が
コ

ロ
タ
イ
プ
印
刷
で
行
わ
れ
て
い
る
（
（1
（

。『
類
聚
古
集
』
は
、『
万
葉
集
』
の
和
歌
を
項
目
別
に

分
類
・
編
集
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
平
安
時
代
の
学
識
者
・
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る

藤
原
敦
隆
（
一
一
二
〇
没
）
の
編
。
本
書
は
一
二
世
紀
、
平
安
後
期
の
書
写
と
考
え
ら
れ
、

現
在
国
宝
に
指
定
。
龍
谷
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
（
（1
（

。

も
と
も
と
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
は
、
写
真
印
刷
の
技
術
と
し
て
発
明
さ
れ
た
た
め
、
古
典

籍
な
ど
の
複
製
に
応
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
期
、
特
に
関
東
大
震
災
以
降
、

古
典
籍
複
製
に
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
が
多
用
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
、
後
述
す
る
よ
う
に

主
と
し
て
民
間
に
お
け
る
複
製
事
業
に
こ
の
技
術
が
応
用
さ
れ
、
古
典
籍
の
複
製
は
、
コ

ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
時
代
が
長
く
続
く
よ
う
に
な
る
。

以
下
、
そ
の
工
程
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
（
（1
（

。

　
①
　
撮
影　

従
来
は
大
型
カ
メ
ラ
を
使
用
し
、
対
象
物
の
原
寸
大
写
真
を
撮
影
す
る
。

色
分
解
を
す
る
た
め
、
四
色
（
赤
、
緑
、
黄
、
紫
）
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
色
別
の
画
像
を
撮
影
す
る
。
当
然
、
使
用
す
る
フ
ィ
ル
ム
は
原
寸
に
対
応
で
き
る

大
判
の
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。
近
年
は
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
高
精
細
の
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
に
よ
る
撮
影
で
も
再
現
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ス
ト
や
利
便
性
な
ど
の
面
で

期
待
で
き
る
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
②
　
製
版　

分
解
撮
影
に
よ
り
赤
・
青
・
黄
・
墨
の
各
色
が
と
り
出
さ
れ
た
フ
ィ
ル

ム
か
ら
、
更
に
必
要
な
部
分
を
分
け
て
い
く
作
業
。
分
解
撮
影
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
に
は
、

厳
密
に
は
使
用
す
る
た
め
の
色
以
外
の
部
分
も
少
し
で
は
あ
る
が
写
り
込
ん
で
お
り
、

そ
れ
ら
を
取
り
除
い
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
厳

密
な
刷
版
用
の
デ
ー
タ
を
区
分
け
し
て
い
く
。
実
際
に
は
、
フ
ィ
ル
ム
部
分
の
う
ち
必

要
な
部
分
を
鉛
筆
で
ト
レ
ー
ス
し
て
お
き
、
不
必
要
な
部
分
を
マ
ス
キ
ン
グ
す
る
作
業

を
四
色
分
そ
れ
ぞ
れ
行
う
。

　
③
　
刷
版
の
制
作　

コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
の
最
大
の
特
徴
は
、
ド
ッ
ト
（
網
点
）
を
用　

い
な
い
点
で
あ
り
、
ゼ
ラ
チ
ン
版
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
階
調
表
現
が
可
能
と
な

る
こ
と
で
あ
る
。
厚
い
ガ
ラ
ス
板
に
ゼ
ラ
チ
ン
を
主
原
料
と
す
る
液
剤
を
均
等
に
塗
布

し
、
乾
燥
さ
せ
た
の
ち
、
製
版
の
フ
ィ
ル
ム
を
密
着
さ
せ
て
、
紫
外
線
を
照
射
す
る
と

光
が
あ
た
っ
た
部
分
の
み
凸
に
な
る
。
そ
の
部
分
が
刷
版
と
な
る
。
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④
　
印
刷　

刷
版
を
も
と
に
、
印
刷
の
工
程
に
は
い
る
。
印
刷
は
墨
色
の
版
を
基
本

と
し
、
徐
々
に
色
版
を
重
ね
て
い
く
作
業
と
な
る
。
つ
ま
り
一
カ
ッ
ト
を
必
要
な
色
分

だ
け
重
ね
刷
り
し
て
仕
上
げ
て
い
く
。
こ
の
際
に
使
用
さ
れ
る
イ
ン
キ
は
、
顔
料
が
六

〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
含
ん
だ
特
殊
な
も
の
を
使
用
す
る
。
顔
料
の
原
料
は
鉱
物
な
ど
の

天
然
素
材
で
、
日
本
画
に
使
用
さ
れ
る
岩
絵
具
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
イ
ン

キ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
油
脂
分
の
多
い
化
学
染
料
よ
り
も
長
い
耐
久
性
を
も

つ
よ
う
に
な
る
。
刷
り
の
工
程
で
は
、
原
本
の
色
合
い
や
雰
囲
気
を
出
す
た
め
、
何
度

か
の
色
校
正
を
行
う
。
こ
れ
は
、
試
験
的
に
印
刷
し
た
も
の
を
原
本
と
比
較
し
、
色
な

ど
の
微
調
整
を
は
か
っ
て
い
く
作
業
で
あ
る
。
こ
う
し
た
色
校
正
を
経
た
の
ち
、
そ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
総
合
し
本
印
刷
に
入
り
、
一
つ
の
作
品
を
仕
上
げ
て
い
く
。
印
刷
も
一

枚
ご
と
に
手
差
し
で
行
い
、
色
の
重
ね
刷
り
に
際
し
て
、
微
妙
な
ず
れ
が
起
き
な
い
よ

う
に
慎
重
に
行
う
。
紙
数
が
多
く
、
一
枚
ご
と
の
風
合
い
が
異
な
る
よ
う
な
古
典
籍
の

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
色
校
正
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
手
間
を
要
す
る
。

因
み
に
、
印
刷
に
使
用
す
る
用
紙
は
、
楮
や
三
椏
な
ど
を
主
原
料
と
す
る
和
紙
を
使
用

し
、
経
年
に
堪
え
う
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
⑤
　
仕
立　

印
刷
が
お
わ
っ
た
も
の
は
、
原
本
と
同
じ
体
裁
に
す
る
た
め
、
専
門
の

技
術
者
が
仕
立
て
を
行
う
。

以
上
が
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
複
製
作
成
の
主
な
工
程
で
あ
る
。
原
本
を
原
寸
大

で
撮
影
す
る
の
は
、
原
本
の
も
つ
す
べ
て
の
情
報
を
一
旦
写
真
に
し
、
そ
の
写
真
の
画
像

を
忠
実
に
再
現
す
る
た
め
に
行
う
重
要
な
作
業
で
あ
る
。
ま
た
、
材
料
も
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
特
注
品
を
使
用
し
、
長
い
年
月
の
経
過
に
十
分
耐
え
う
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
が
コ
ロ

タ
イ
プ
複
製
の
大
き
な
特
徴
で
、
そ
れ
故
に
将
来
に
わ
た
っ
て
長
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
媒
体
と
し
て
優
れ
て
い
る
。

三　

図
書
寮
に
お
け
る
複
製
事
業
の
開
始

図
書
寮
に
お
け
る
複
製
事
業
が
関
東
大
震
災
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
既
述
の

通
り
で
あ
る
。
そ
の
事
業
は
、
震
災
の
復
興
も
一
定
度
進
ん
だ
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

に
企
画
さ
れ
た
。
昭
和
五
年
頃
に
こ
の
事
業
が
企
画
さ
れ
た
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な

か
ろ
う
。
一
般
的
に
は
昭
和
五
年
頃
を
区
切
り
と
し
て
震
災
復
興
が
完
了
し
た
と
い
う
認

識
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
（
（1
（

。
実
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
民
間
で
は
同

様
な
古
典
籍
複
製
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
古
典
保
存
会
と
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
尊

経
閣
文
庫
の
活
動
が
そ
れ
で
あ
る
。

前
者
の
古
典
保
存
会
は
、
国
語
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
山
田
孝
雄
（
（1
（

を
中
心
と
し
て
設
立

さ
れ
た
組
織
で
、
関
東
大
震
災
の
翌
年
の
大
正
一
三
年
に
は
、
真
福
寺
本
『
古
事
記
』
を

複
製
・
刊
行
し
、
以
降
昭
和
一
八
年
ま
で
、
八
一
種
九
六
点
の
古
典
籍
の
複
製
事
業
を

行
っ
た
。
こ
れ
を
「
古
典
保
存
会
覆
製
書
」
（
（1
（

と
い
う
。

後
者
の
尊
経
閣
文
庫
は
、
加
賀
前
田
家
収
集
の
古
典
籍
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
る
特
殊
文

庫
で
、
現
在
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
多
数
所
蔵
す
る
機
関
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
（1
（

。
尊
経

閣
文
庫
も
先
の
関
東
大
震
災
の
被
害
状
況
か
ら
、
古
典
籍
複
製
事
業
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
よ
う
で
、
当
時
の
前
田
家
当
主
前
田
利
為
が
刊
行
を
発
意
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
事
業

は
、
大
正
一
五
年
か
ら
昭
和
二
七
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
現
在
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
金
沢
文
庫
旧
蔵
の
『
古
語
拾
遺
』
を
は
じ
め
と
し
て
『
建
治
三
年
記
』

に
い
た
る
ま
で
、
貴
重
な
古
典
籍
六
七
種
一
七
九
点
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
「
尊
経
閣

叢
刊
」
（
（1
（

と
い
う
。

こ
の
時
期
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
は
、
ほ
と
ん
ど
が
墨
色
の
単
色
刷
で
、
形
態
も
原
本
そ
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の
ま
ま
と
い
う
よ
り
は
袋
綴
じ
の
冊
子
体
に
置
き
換
え
て
出
版
さ
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
が
、
尊
経
閣
叢
刊
は
、
形
態
も
原
本
そ
の
ま
ま
の
形
と
し
、
単
色
刷
で
は
あ
る
が

よ
り
原
本
の
雰
囲
気
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
る
点
で
も
高
く
評
価
で
き
る
事
業
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
民
間
の
活
動
の
活
発
化
を
契
機
と
し
、
図
書
寮
に
お
い
て
も
同
様
の
事
業
を
志

向
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
業
は
、
当
時
の
皇
室
の
文
化
事
業
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図
書
寮
に
お
け
る
事
業
の
最
初
の
複
製
対
象
に
選
ば
れ
た
の
が
、『
看
聞
御
記
』
四
四

巻
（
（1
（

で
あ
る
（
複
製
は
四
三
巻
）。『
看
聞
御
記
』
は
、
伏
見
宮
第
三
代
貞
成
親
王
（
一
三
七

二
〜
一
四
五
六
）
御
自
筆
の
日
記
で
、
そ
の
日
記
の
期
間
は
、
応
永
二
三
年
（
一
四
一

六
）
か
ら
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
に
い
た
る
お
よ
そ
三
六
年
の
長
き
に
わ
た
る
。
室
町

時
代
を
代
表
す
る
日
記
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
、
巷
間
の
事
件
に
い
た
る
ま
で
親
王
が

ま
さ
に
看
（
み
）、
聞
（
き
）
き
し
た
事
柄
を
記
し
た
も
の
。
生
前
御
自
身
に
よ
っ
て

『
看
聞
日
記
』
と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
通
行
書
名
は
『
看
聞
日
記
』
を
採
用
し

て
い
る
（
こ
の
事
業
で
は
『
看
聞
御
記
』
の
名
称
を
使
用
し
て
お
り
、
混
乱
を
避
け
る
た

め
に
本
稿
で
も
こ
の
名
称
を
使
用
す
る
）。
太
巻
き
の
巻
子
本
、
四
四
巻
に
も
及
ぶ
大
部

な
日
記
で
あ
る
が
、
複
製
対
象
の
嚆
矢
と
し
て
本
記
が
選
定
さ
れ
た
の
は
、
当
時
の
図
書

寮
職
員
の
慧
眼
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

時
の
経
緯
を
ま
と
め
た
特
定
歴
史
公
文
書
『〈
自
昭
和
五
年
／
至
同
十
八
年
〉　

貴
重
書

影
本
〈
看
聞
／
日
記
〉
刊
行
予
定
』
（
（1
（

に
、
事
業
開
始
に
あ
た
り
宮
内
大
臣
の
決
裁
文
書
の

控
え
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
長
文
で
は
あ
る

が
以
下
全
文
を
掲
げ
る
。（〈　

〉
は
小
書
・
割
書
等
）

「
大
震
火
災
ノ
為
貴
重
ナ
ル
多
大
ノ
典
籍
ヲ
亡
滅
シ
タ
ル
ト
近
時
ノ
学
問
及
思
想
ノ
趨

向
ト
ニ
ヨ
リ
、
現
代
ノ
文
化
事
業
ト
シ
テ
古
典
珍
籍
ノ
複
製
刊
行
カ
名
門
富
豪
ノ
篤
志
ニ

ヨ
リ
、
或
ハ
学
術
協
会
ニ
ヨ
リ
広
ク
行
ハ
ル
ヽ
ニ
至
リ
シ
ハ
、
学
界
乃
至
思
想
界
ノ
為
祝

福
ニ
堪
ヘ
サ
ル
所
ナ
リ
、
此
ノ
時
ニ
当
リ
、
和
漢
古
文
献
ノ
襲
蔵
ニ
於
テ
比
類
ナ
キ
富
庫

ヲ
擁
ス
ル
図
書
寮
ニ
於
テ
モ
複
製
刊
行
ノ
事
業
ヲ
開
始
ス
ル
ハ
極
メ
テ
有
意
義
ニ
シ
テ
、

又
当
然
ノ
処
置
ナ
リ
ト
信
ス
、
其
複
本
作
製
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
先
ツ
貴
重
図
書
御
物
甲

種
図
書
ヲ
通
シ
、
優
ニ
五
拾
種
程
ニ
上
リ
、
其
ノ
内
手
頃
ノ
モ
ノ
ニ
在
リ
テ
ハ
、
世
間
的

ニ
之
カ
刊
行
ヲ
出
願
シ
来
ル
モ
ノ
モ
亦
之
ア
ル
ヘ
キ
モ
、
分
量
並
ニ
経
費
ニ
於
テ
相
当
巨

額
ニ
上
ル
モ
ノ
ニ
至
リ
テ
ハ
到
底
世
間
的
ニ
刊
行
ヲ
期
待
シ
得
サ
ル
ハ
、
火
ヲ
観
ル
ヨ
リ

モ
明
カ
ナ
リ
、
若
シ
此
等
ノ
モ
ノ
ニ
付
、
当
寮
ニ
於
テ
原
版
同
様
ノ
複
本
ヲ
作
製
セ
ン
カ
、

原
本
ハ
之
ヲ
保
蔵
シ
一
般
ノ
利
用
ニ
ハ
複
本
ヲ
用
ユ
ル
ヲ
得
ル
ヲ
以
テ
、
原
本
ヲ
永
久
ニ

保
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
ク
、
且
長
ク
世
上
ニ
存
続
セ
シ
メ
得
ル
ノ
モ
ナ
ラ
ス
学
界
ヲ
裨
益

ス
ル
ト
コ
ロ
尠
少
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
其
ノ
複
製
影
本
ニ
付
テ
ハ
、
当
寮
ニ
於
テ
百
部
ヲ

引
受
ケ
、
其
ノ
所
要
経
費
ヲ
負
担
シ
、
余
部
ハ
篤
志
希
望
者
ニ
頒
布
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
ス
様

計
画
致
度
、
仍
テ
第
一
着
手
ト
シ
テ
後
崇
光
院
太
上
天
皇
宸
筆
看
聞
御
記
四
拾
四
軸
ヲ
選

定
候
間
、
別
紙
所
要
経
費
明
細
書
記
載
ノ
通
、
予
算
総
額
約
拾
万
円
ヲ
以
テ
五
ヶ
年
乃
至

十
ヶ
年
継
続
事
業
ト
シ
テ
来
ル
昭
和
六
年
度
以
降
毎
年
度
予
算
計
上
相
成
様
致
度
、
此
段

仰
高
裁
、
追
而
本
件
経
費
ハ
事
業
ノ
性
質
上
毎
年
度
予
算
額
ヲ
後
年
度
ニ
繰
越
シ
使
用
シ

得
ル
様
致
度
、」

以
上
の
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
民
間
の
事
業
も
意
識
し
つ
つ
、
民
間
で
は
な
し
え
な
い
よ
う

な
大
部
な
貴
重
古
典
籍
の
複
製
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
民
間
の
事
業

は
、
一
回
の
刊
行
で
原
本
の
形
態
が
冊
子
本
数
冊
か
、
巻
子
巻
数
巻
程
度
の
刊
行
が
一
般

的
で
あ
っ
た
。
決
裁
文
書
に
付
け
ら
れ
た
刊
行
予
定
書
目
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
看
聞
御
記
』	

御
筆
（
後
崇
光
院
）	

四
四
軸	

二
三
〇
九
枚

『
古
今
和
歌
集
』	

御
筆
（
後
柏
原
院
）	

一
冊	

一
五
九
枚
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『
古
今
和
歌
集　

上
』	

古
写
（
寂
恵
筆
）	

一
冊	

一
一
七
枚

『
通
典
』	

宋
版	

四
四
冊	

二
二
〇
三
枚

『
太
平
御
覧
』	

同	

一
一
四
冊	

八
三
九
三
枚

『
文
選
』	

同	

六
一
冊	

三
〇
〇
一
枚

『
論
衡
』	

同	

一
二
冊	

四
八
九
枚

『
誠
斎
集
』	
同	

四
三
冊	

二
九
五
六
枚

『
群
書
治
要
』	
古
写	

四
七
軸	

一
七
七
四
枚

『
文
館
詞
林
』（
裏
面
法
華
要
録
）
唐
抄
本	

一
軸	

一
三
枚

『
春
秋
経
伝
集
解　

付
経
伝
識
異
』
宋
版	

一
五
冊	

一
〇
五
一
枚

『
春
秋
経
伝
集
解　

上
』
古
写
・
古
点	

三
〇
軸	

一
七
一
一
枚

『
尚
書
正
義
』	

宋
版	

一
七
冊	

五
一
一
枚

『
論
語
注
疏
』	

同	
一
〇
冊	

二
七
〇
枚

『
集
韻
』	

同	
九
冊	

四
一
六
枚

『
太
平
寰
宇
記
』	

同	

二
五
冊	

七
九
七
枚

『
世
説
新
語
』	

同	

三
冊	
二
九
四
枚

『
宋
景
文
集
』	

同	

六
冊	
一
八
二
枚

『
寒
山
詩
集
』	

同	

一
帖	
九
一
枚

『
崔
舎
人
玉
堂
藁
西
垣
類
藁
』
同	

七
冊
一
帖	

三
〇
二
枚

　
　
　

以
上
貴
重
図
書	

	

三
六
八
冊　

一
二
二
軸　

二
帖	

二
七
〇
三
九
枚

『
左
承
抄
』	

古
写	

八
冊	

三
五
四
枚

『
儀
礼
疏
』	

古
写　

平
安	

一
帖	

七
九
枚

『
本
朝
文
粹
』	

古
写　

平
安	

一
軸	

三
九
枚

『
春
記
』	

古
写
（
藤
原
資
房
筆
）
平
安	

八
軸	

三
五
一
枚

『
史
記
范
雎
蔡
沢
列
伝
』
古
写　

平
安	

一
軸	

四
一
枚

『
七
経
孟
子
孝
文
並
補
遺
』
写　

享
保
一
一	

六
四
冊	

三
〇
二
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
茂
卿
序
（
山
井
重
晣
題
識
）

『
古
文
孝
経
』	

古
写
（
清
原
良
賢
筆
）
鎌
倉	

一
軸	

四
五
枚

『
孝
経
』	

宋
版	

一
冊	

八
枚

『
文
中
子
中
説
』	

宋
版	

二
冊	

五
六
枚

『
元
亨
釈
書
』	

正
平
版
（
初
度
）	

三
一
帖	

八
五
二
枚

『
呂
氏
家
塾
読
詩
記
』
宋
版	

九
冊	

六
〇
七
枚

『
満
文
輯
韻　

付
散
語
解
』
高
橋
景
保	

二
一
冊	

一
一
一
九
枚

『
増
訂
満
文
輯
韻
』	

写　

高
橋
景
保	

一
一
冊	

五
三
四
枚

『
前
漢
書
』	

宋
版	

四
三
冊	

二
四
六
二
枚

『
後
漢
書
』	

宋
版
（
元
歟
）	

三
五
冊	

二
四
一
一
枚

『
初
学
記
』	

宋
版	

一
〇
冊	

四
八
五
枚

『
画
一
元
亀
』	

宋
版	

一
八
冊	

七
二
五
枚

『
医
説
』	

宋
版	

二
冊	

七
五
枚

『
雲
林
神
彀
』	

慶
長　

活
字
板	

一
冊	

一
四
三
枚

『
魏
氏
家
蔵
方
』	

宋
版	

一
一
冊	

四
〇
三
枚

『
王
文
公
文
集
』	

宋
版	

一
四
冊	

八
七
八
枚

『
東
坡
集
』	

宋
版	

一
七
冊	

九
六
八
枚

『
文
鏡
秘
府
論
』	

古
写　

平
安	

六
冊	

二
四
七
枚

『
四
分
律
音
義
』	

古
写　

平
安	

一
軸	

一
七
枚

『
三
国
志
』	

宋
版	

二
五
冊	

一
三
七
二
枚

『
下
学
集
』	

古
写　

足
利	

二
冊	

八
八
枚



（ 71 ）

『
禅
林
寺
古
文
書
』	

古
写　

平
安	

一
軸	

二
〇
枚

『
勝
鬘
宝
屈
』	

古
写　

唐
抄
本	

一
冊	

二
九
枚

『
拾
遺
和
歌
集
』	

古
写　

足
利
（
東
常
縁
筆
）	

一
冊	

一
七
三
枚

『
後
撰
和
歌
集
』	

古
写　

足
利
（
東
常
縁
筆
）	

一
冊	

二
二
五
枚

　
　
　

以
上
御
物
甲
種
図
書	

三
〇
三
冊　

一
三
軸　

三
二
帖	

一
七
八
二
七
枚

　
　
　
　
　

合
計	

	

六
七
一
冊　

一
三
五
軸　

三
四
帖	

四
四
八
六
六
枚

外
ニ
『
水
左
記
（
裏
面
共
）』
古
写　

平
安
（
源
俊
房
筆
）　

二
軸　
　
　

一
〇
八
枚

（
裏
面
記
録
若
干
）

下
段
に
み
え
る
枚
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
典
籍
の
紙
数
（
丁
数
等
）
と
考
え
ら
れ
、
こ

れ
が
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
の
刷
版
の
数
量
と
な
り
、
見
積
の
基
礎
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
書
目
を
一
覧
す
れ
ば
、
当
時
の
図
書
寮
は
大
部
で
相
当
の
費
用
を
要
す
る
も

の
で
も
そ
の
貴
重
性
を
考
慮
し
、
事
業
を
行
お
う
と
し
て
い
た
覚
悟
が
読
み
取
れ
る
。
ま

た
、
書
写
本
の
よ
う
な
唯
一
無
二
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
中
国
か
ら
将
来
さ
れ
た
版
本
類
、

な
か
で
も
宋
版
な
ど
も
書
目
に
加
え
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
結
局
戦
前

に
お
い
て
は
、
こ
の
う
ち
の
『
看
聞
御
記
』・『
群
書
治
要
』
二
件
の
複
製
の
み
が
実
現
し

た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
大
部
な
二
件
の
複
製
実
現
は
高
く
評
価
で
き
る
。

さ
て
、
こ
の
事
業
の
企
画
に
お
い
て
、『
看
聞
御
記
』
複
製
の
実
施
業
者
と
し
て
京
都

市
の
便
利
堂
印
刷
所
主
中
村
竹
四
郎
が
選
任
さ
れ
た
。
便
利
堂
は
、
明
治
二
〇
年
（
一
八

八
七
）
に
中
村
弥
二
郎
が
貸
本
屋
を
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
翌
年
に
出
版
部
門
を

併
設
し
、
印
刷
業
に
も
参
入
し
て
い
っ
た
。
や
が
て
明
治
三
八
年
に
は
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷

工
場
を
新
設
し
て
、
主
と
し
て
京
都
市
内
の
神
社
・
仏
閣
な
ど
の
絵
は
が
き
の
印
刷
・
刊

行
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
る
（
（2
（

。

こ
う
し
た
技
術
が
次
第
に
認
め
ら
れ
、
関
東
大
震
災
後
の
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）

か
ら
昭
和
二
年
に
か
け
て
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
企
画
・
刊
行
の
『〈
秘
籍
大
観
〉
古
写
本

日
本
書
紀
』
八
帖
・
七
巻
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
複
製
事
業
を
請
負
、
刊
行
し
た
。

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
便
利
堂
は
、
古
典
籍
の
複
製
手
段
と
し
て
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
を
確

立
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
こ
の
企
画
に
お
い
て
、
図
書
寮
所
蔵
の
『
日
本

書
紀
』
八
帖
（
（2
（

も
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
古
典
籍
複
製
事
業
は
、
昭
和
三
年
に
便
利
堂
を

事
務
局
と
し
て
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
が
設
立
さ
れ
組
織
化
さ
れ
た
（
（2
（

。
そ
の
代
表
者
は
、

国
語
学
の
碩
学
新
村
出
で
あ
っ
た
。
同
年
発
行
と
推
測
さ
れ
る
『〈
貴
重
図
書
〉
影
本
刊

行
会
〈
主
旨
規
定
配
本
目
録
〉』
（
（2
（

に
は
、
刊
行
会
趣
意
書
、
規
定
、
発
起
人
・
賛
助
員
・

幹
事
の
名
前
、
第
一
期
複
製
並
に
配
本
書
目
、
第
二
期
以
下
影
本
予
定
目
録
、
影
本
方
針

及
び
頒
布
規
約
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
趣
意
書
に
は
「
往
々
亡
逸
の
不
幸
に
遇
っ
て
再
び
そ
の
片
影
だ
も
見
る
こ
と
が
出

来
な
く
な
る
憂
が
あ
り
」
と
あ
り
、
亡
失
に
備
え
る
た
め
に
複
製
事
業
を
組
織
し
た
こ
と

を
謳
っ
て
い
る
。
発
起
人
に
は
、
高
木
利
太
・
内
藤
虎
次
郎
（
湖
南
）・
黒
板
勝
美
・
新

村
出
な
ど
、
当
時
の
財
界
や
日
本
史
学
界
・
東
洋
史
学
界
・
国
語
史
学
界
の
錚
々
た
る
碩

学
の
名
を
連
ね
て
い
た
。
ま
た
、
第
一
期
の
複
製
・
配
本
書
目
は
『
承
徳
本
古
謡
集
』
を

は
じ
め
と
す
る
一
〇
種
の
図
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

。

こ
れ
に
関
し
て
、
同
じ
く
『〈
自
昭
和
五
年
／
至
同
十
八
年
〉　

貴
重
書
影
本
〈
看
聞
／

日
記
〉
刊
行
予
定
』
に
、「
右
事
業
経
費
ニ
付
、
今
般
予
定
価
格
七
万
九
千
六
百
拾
弐
円

八
拾
銭
ヲ
以
テ
印
刷
請
負
ニ
附
シ
度
処
、
五
千
円
以
上
ノ
請
負
ニ
付
御
認
可
可
相
得
度
会

計
処
務
規
定
第
三
百
三
十
八
条
ニ
依
リ
此
段
上
請
候
也
、

追
而
本
件
看
聞
御
記
刊
行
ニ
関
シ
、
別
紙
添
付
書
類
ノ
通
リ
在
京
智
恩
院
内
貴
重
書
影

本
刊
行
会
代
表
新
村
出
ヨ
リ
出
願
ノ
儀
有
之
候
処
、
同
刊
行
会
ハ
此
ノ
種
ノ
会
ト
シ
テ
現
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在
最
モ
信
頼
ニ
足
ル
人
士
ノ
発
起
ニ
成
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
候
ヘ
ハ
、
本
寮
影
本
作
製
ノ
序
ヲ

以
テ
、
同
会
員
及
篤
志
者
ニ
対
シ
、
実
費
頒
布
方
ヲ
許
可
ス
ル
ハ
、
出
版
ノ
趣
旨
ニ
モ
適

ヒ
、
寧
ロ
望
マ
シ
キ
次
第
ト
相
認
メ
候
条
、
左
様
取
計
ヒ
致
度
併
セ
テ
相
伺
候
也
、
尚
ホ

又
本
事
業
請
負
契
約
ハ
、
皇
室
会
計
第
七
十
八
条
第
一
項
第
十
四
号
ニ
拠
リ
前
記
刊
行
会

印
刷
担
当
者
タ
ル
京
都
市
便
利
堂
印
刷
所
主
中
村
竹
四
郎
ト
随
意
契
約
締
結
可
致
見
込
ニ

候
、」
と
あ
り
、『
看
聞
御
記
』
の
複
製
事
業
を
同
会
に
委
託
し
、
そ
の
作
製
に
関
し
て
は

便
利
堂
と
随
意
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

『
看
聞
御
記
』
の
複
製
は
、
単
年
度
で
行
う
に
は
大
規
模
な
事
業
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

昭
和
六
年
か
ら
同
一
〇
年
ま
で
の
五
ヶ
年
を
か
け
た
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
よ
う
と
す

る
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
先
の
公
文
書
の
簿
冊
中
に
は
、
翌
昭
和
六
年
一
一
月
二

〇
日
付
け
の
同
会
代
表
・
新
村
出
の
「
看
聞
御
記
影
本
刊
行
ニ
就
テ
ノ
御
願
案
」
も
所
収

さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
図
書
寮
は
、
こ
の
刊
行
会
の
活
動
に
よ
っ
て
同
会
に
『
看
聞
御

記
』
の
複
製
を
委
託
す
る
と
と
も
に
、
増
刷
を
許
可
し
刊
行
会
の
会
員
に
頒
布
す
る
形
式

を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
開
始
さ
れ
た
複
製
事
業
は
、
予
定
通
り
昭
和
一
〇
年
に

至
っ
て
完
成
を
み
た
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
各
宮
家
、
宮
内
省
管
轄
の
学
習
院
な
ど
の
教

育
機
関
、
官
立
の
研
究
機
関
、
東
京
帝
国
大
学
な
ど
の
各
大
学
、
東
洋
文
庫
な
ど
の
図
書

館
に
寄
贈
さ
れ
、
活
用
を
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
（2
（

。

そ
の
後
、
昭
和
一
一
年
か
ら
六
ヵ
年
を
か
け
、
鎌
倉
時
代
の
書
写
で
金
沢
文
庫
旧
蔵
の

『
群
書
治
要
』
四
七
巻
の
複
製
事
業
が
開
始
さ
れ
、
同
一
六
年
に
完
成
し
た
。
本
書
は
、

先
に
紹
介
し
た
刊
行
予
定
書
目
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
徳
川
家
康
遺
愛
の
古
典

籍
で
、
か
つ
て
江
戸
幕
府
の
紅
葉
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
明
治
維
新
と
と
も
に
新
政
府
の

内
閣
文
庫
に
接
収
、
や
が
て
明
治
二
四
年
に
図
書
寮
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、
唐
の
太
宗
の
命
に
よ
り
唐
・
貞
観
五
年
（
六
三
一
）
に
、
魏
徴
が
中
心
と
な

り
統
治
の
基
本
理
念
を
諸
書
よ
り
抜
粋
し
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
既
に
宋
の

時
代
に
中
国
本
土
で
は
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
貴
重
な
古
典
籍
で
あ
っ
た
。
こ

れ
も
『
看
聞
御
記
』
同
様
に
原
本
通
り
の
巻
子
本
の
形
で
複
製
し
た
。
ま
た
、
同
書
に
は

訓
を
示
す
た
め
に
多
数
の
朱
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
木
版
を
新
た
に
お
こ
し

朱
色
で
印
刷
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
複
製
事
業
は
、
便
利
堂
・
七
條
憲
三
・
大
塚
巧
芸

社
・
審
美
書
院
の
四
社
で
の
見
積
合
わ
せ
の
結
果
、
大
塚
巧
芸
社
が
請
け
負
っ
て
い
る
（
（2
（

。

以
上
、
戦
前
の
図
書
寮
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
古
典
籍
複
製
事
業
『
看
聞
御
記
』・『
群

書
治
要
』
の
二
つ
を
概
観
し
た
が
、
と
も
に
翻
刻
文
を
付
し
た
点
は
、
大
き
な
特
徴
と
い

え
る
。
こ
の
事
業
は
図
書
寮
所
蔵
本
の
万
一
の
亡
失
に
備
え
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
一
般

へ
の
利
用
普
及
を
図
る
こ
と
を
も
目
的
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
伝
統
は
現
在
の

事
業
に
も
継
承
さ
れ
、
戦
後
の
複
製
事
業
に
お
い
て
も
、
複
製
対
象
に
関
す
る
書
誌
情
報

と
翻
刻
文
と
を
併
せ
所
収
し
た
解
題
を
付
し
刊
行
を
行
っ
て
い
る
。

四　

戦
後
の
事
業
継
承
と
そ
の
意
義

昭
和
六
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
図
書
寮
に
お
け
る
古
典
籍
複
製
事
業
は
、
昭
和
二
〇
年
の

終
戦
時
に
は
、『
看
聞
御
記
』・『
群
書
治
要
』
の
二
件
の
み
の
実
施
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
こ
の
二
件
の
事
業
が
完
遂
さ
れ
た
こ
と
は
、
画
期
的
で
高
く
評
価
で
き
る
。

図
書
寮
に
お
い
て
は
、
昭
和
一
五
年
頃
か
ら
、
そ
の
安
全
を
図
る
た
め
古
典
籍
等
の
疎

開
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
た
。
一
般
的
に
は
、
昭
和
一
九
年
頃
か
ら
激
化
し
つ

つ
あ
る
本
土
へ
の
空
襲
を
契
機
と
し
て
文
化
財
疎
開
の
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

図
書
寮
や
帝
室
博
物
館
で
は
、
皇
室
財
産
の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
、
比
較
的
早
い
時
期

か
ら
こ
う
し
た
動
き
を
み
せ
る
よ
う
に
な
る
（
（2
（

。『
群
書
治
要
』
の
複
製
が
昭
和
一
六
年
に
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完
了
す
る
と
、
そ
の
配
布
事
務
は
同
一
九
年
頃
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
一
九
年

頃
か
ら
本
土
へ
の
空
襲
が
激
化
し
始
め
る
と
、
複
製
事
業
そ
の
も
の
が
遂
行
不
可
能
と

な
っ
て
い
っ
た
。
既
に
図
書
寮
は
、
昭
和
一
八
年
七
月
に
、
戦
争
終
結
ま
で
複
製
事
業
の

一
時
中
止
を
決
定
し
て
い
た
（
（2
（

。

し
か
し
、
昭
和
二
〇
年
の
終
戦
の
年
、
図
書
寮
は
、
早
く
も
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る

複
製
事
業
を
復
活
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
中
右
記
』
一
巻
の
複
製
・
刊
行
で
あ
っ
た
。

同
書
に
付
さ
れ
た
奥
付
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五
日
印
刷　
　

宮
内
省
図
書
寮
善
本
叢
刊
第
二

昭
和
二
十
年
十
二
月
三
十
日
発
行　
　
　

「
中
右
記
」　
　

価
六
拾
円

編
纂
者　
　
　
　
　
　

宮
内
省
図
書
寮

印
刷
者　

京
都
市
中
京
区
新
町
通
竹
屋
町
下
ル

　
　
　
　

株
式
会
社
便
利
堂
（
京
都
一
一
六
）　

代
表
者　
　

佐
藤
浜
次
郎

発
行
者　

東
京
都
麹
町
区
有
楽
町
一
ノ
四

　
　
　
　

株
式
会
社
美
術
書
院　
　
　
　
　
　
　

代
表
者　
　

中
村
竹
四
郎

発
行
所　

東
京
都
麹
町
区
有
楽
町
一
ノ
四　

株
式
会
社　

美
術
書
院

複
製
対
象
と
な
っ
た
『
中
右
記
』
（
（2
（

は
、
平
安
時
代
の
公
卿
中
御
門
宗
忠
の
日
記
で
、
右

大
臣
等
を
歴
任
し
た
と
こ
ろ
か
ら
家
号
の
一
字
の
「
中
」
と
右
大
臣
の
「
右
」
と
を
と
り

『
中
右
記
』
と
称
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
、
流
布
本
に
は
な
い
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）

一
〇
月
の
熊
野
参
詣
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、
ま
た
鎌
倉
時
代
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
も

の
。
図
書
寮
以
前
の
旧
蔵
者
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
公
卿
柳
原
紀
光
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
昭
和
二
〇
年
と
い
う
年
次
だ
け
で
は
な
く
、「
宮
内
省
図

書
寮
善
本
叢
刊
二
」
と
い
う
表
記
で
あ
る
。
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
看
聞
御
記
』
及
び

『
群
書
治
要
』
に
は
、
こ
う
し
た
名
称
は
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
戦
後
す
ぐ
に
刊
行
さ
れ

た
『
中
右
記
』
が
そ
の
「
第
二
」
で
あ
る
こ
と
は
、
今
も
っ
て
謎
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、

戦
後
は
じ
め
て
の
企
画
で
あ
り
、
戦
前
の
事
業
を
「
第
一
」
と
と
ら
え
、
第
二
期
の
刊
行

と
い
う
程
度
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
考
を
俟
ち
た
い
（
（3
（

。
発
行
所
の

美
術
書
院
は
、
昭
和
一
九
年
に
設
立
さ
れ
た
出
版
社
で
、
戦
時
中
の
措
置
に
よ
り
印
刷
と

出
版
と
の
兼
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
便
利
堂
が
出
版
部
門
と
し
て
東
京
に
設
立

し
た
会
社
で
あ
る
（
（3
（

。
し
か
し
、
こ
の
複
製
に
関
す
る
資
料
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
詳
し

い
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
。
恐
ら
く
は
、
前
年
の
昭
和
一
九
年
あ
た
り
か
ら
作
業
を
進
め
て

い
な
け
れ
ば
実
行
は
難
し
い
と
推
測
さ
れ
る
が
、
も
し
終
戦
か
ら
わ
ず
か
四
ヶ
月
で
刊
行

で
き
た
な
ら
ば
、
驚
異
的
な
こ
と
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
図
書
寮
で
は
昭
和
一
八
年

の
七
月
に
事
業
の
一
時
中
止
を
決
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
昭
和
二
二
年
度
に
は
、
霊
元
天
皇
宸
筆
の
『
麓
木
鈔　

上
』
一

冊
の
複
製
を
刊
行
し
た
。
刊
行
さ
れ
た
複
製
全
体
に
つ
い
て
は
、
稿
末
の
「
図
書
寮
・
書

陵
部　

コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
一
覧
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
し
て
昭
和
二
四
年
の
官
制
改
革

に
よ
り
、
宮
内
府
（
宮
内
省
は
、
昭
和
二
二
年
に
宮
内
府
と
な
っ
た
）
は
宮
内
庁
と
な
り
、

図
書
寮
は
、
諸
陵
寮
の
機
能
を
吸
収
し
、
書
陵
部
と
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
昭
和
二
四
年
度

以
降
の
事
業
は
、
書
陵
部
の
事
業
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
の
技
術
は

大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
が
、
多
色
刷
り
技
術
の
開
発
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
日
本
に
コ
ロ
タ
イ
プ
の
技
術
が
輸
入
さ
れ
た
明
治
時
代
以
降
、
そ
れ
は
墨

色
一
色
の
印
刷
で
あ
っ
た
。
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
は
墨
色
の
単
色
刷
り

で
あ
る
。
そ
れ
が
、
便
利
堂
の
技
術
開
発
に
よ
っ
て
多
色
刷
り
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
が
可

能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
カ
ラ
ー
コ
ロ
タ
イ
プ
と
称
す
る
。

当
部
が
製
作
し
た
も
の
の
中
で
は
、
昭
和
三
八
年
度
に
刊
行
し
た
『
琵
琶
譜
』
一
巻
が
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最
初
で
あ
っ
た
。『
琵
琶
譜
』
は
、
一
一
世
紀
に
書
写
さ
れ
た
琵
琶
の
調
絃
に
関
す
る
事

項
や
、
調
の
種
類
な
ど
を
集
成
し
た
も
の
で
、
一
紙
ご
と
に
様
々
な
色
紙
を
使
用
し
て
お

り
、
単
色
で
の
刊
行
で
は
そ
の
意
義
を
失
う
た
め
、
カ
ラ
ー
コ
ロ
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
複
製

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、『
天
子
摂
関
御
影
』
（
（3
（

の
「
天
子
部
」
や
、
平
安
時
代
の

装
飾
料
紙
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
飛
雲
を
有
す
る
『
源
経
信
筆　

琵
琶
譜
』
な
ど
い
く
つ

か
を
カ
ラ
ー
コ
ロ
タ
イ
プ
で
製
作
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
原
本
と
同
等
の
再
現
力
を
も
ち
、

原
本
の
代
替
品
と
し
て
の
役
割
も
十
分
果
た
し
う
る
と
考
え
る
。
平
成
三
年
度
か
ら
は
、

今
上
陛
下
の
御
即
位
を
記
念
し
、
花
園
天
皇
の
宸
筆
・
宸
記
（
天
皇
の
日
記
）『
花
園
院

宸
記
』
（
（3
（

全
三
五
巻
の
カ
ラ
ー
コ
ロ
タ
イ
プ
に
よ
る
複
製
事
業
を
二
四
ヵ
年
計
画
で
開
始

し
、
平
成
二
六
年
度
で
完
結
す
る
。

以
上
、
戦
後
の
図
書
寮
か
ら
書
陵
部
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
古
典
籍
の
コ
ロ
タ
イ
プ

印
刷
に
よ
る
複
製
事
業
の
概
略
を
み
て
き
た
が
、
次
に
こ
う
し
た
複
製
事
業
の
意
義
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

既
述
の
よ
う
に
、
宮
内
省
・
宮
内
庁
に
お
け
る
古
典
籍
の
複
製
事
業
は
、
関
東
大
震
災

の
被
害
を
教
訓
と
し
て
開
始
さ
れ
た
事
業
で
あ
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
図
書
寮
所
蔵
の

古
典
籍
は
、
職
員
の
働
き
に
よ
っ
て
こ
の
大
震
災
の
被
害
を
う
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
時
代
の
戦
時
中
も
職
員
の
努
力
に
よ
っ
て
古
典
籍
の
疎
開
が
行
わ
れ
、
ほ
ん

の
一
部
を
除
い
て
亡
失
す
る
こ
と
な
く
戦
後
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
人
的
に
も
物
的
に
も
近
年
に
な
い
大

き
な
災
害
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
に
文
化
財
に
関
し
て
は
、
所
蔵
機
関
で
あ
る
博
物

館
・
美
術
館
・
図
書
館
な
ど
の
施
設
や
個
人
所
有
の
も
の
も
甚
大
な
被
害
を
う
け
た
こ
と

は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
文
化
財
の
救
援
を
行
う
「
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
」

の
活
動
も
各
地
で
活
発
化
し
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
（
（3
（

。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

特
に
古
典
籍
や
古
文
書
な
ど
は
、
災
害
前
に
撮
影
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
か
ろ
う

じ
て
残
り
、
原
本
が
亡
失
し
て
し
ま
っ
た
現
在
、
代
替
え
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が

貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
（3
（

。

つ
ま
り
、
文
化
財
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
て
も
、
複
製
品
に
よ
っ
て
内
容
は
伝
え
ら
れ
て
い

く
場
合
が
あ
る
。

現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
文
化
財
の
情
報
を
伝
え
る
た
め
の
媒
体
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

を
は
じ
め
様
々
な
も
の
が
考
え
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
は
ま
だ
浅
く
、
果
た
し
て

長
期
に
わ
た
っ
て
伝
え
て
い
け
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
と

ア
ナ
ロ
グ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
長
一
短
が
あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
て

利
用
す
べ
き
か
と
思
う
が
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
い
ま
だ
紙
媒
体
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
の
ほ
う

が
、
勝
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
代
表
が
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
複

製
品
で
、
少
な
く
と
も
明
治
時
代
以
降
の
約
一
〇
〇
年
余
の
歴
史
と
実
績
と
が
あ
り
、
当

時
和
紙
に
印
刷
さ
れ
た
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
複
製
品
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
酸
性
紙

問
題
な
ど
に
は
無
縁
で
あ
る
（
（3
（

。

私
た
ち
は
、
媒
体
の
特
性
を
熟
知
し
な
が
ら
そ
れ
を
使
い
分
け
て
い
け
ば
よ
い
の
で
あ

る
が
、
こ
と
古
典
籍
な
ど
の
複
製
に
関
し
て
は
、
紙
媒
体
を
主
と
す
べ
き
で
、
そ
れ
を
補

う
も
の
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
を
利
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
代
表
的
な
存

在
が
、
い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
複
製
品
の
製
作
で
あ
る
。
災
害

は
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
文
化
財
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
そ
の
職
務

の
一
つ
と
す
る
私
た
ち
は
、
常
に
そ
の
リ
ス
ク
と
を
考
え
て
い
か
な
れ
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
重
要
な
役
割
を
担
う
の
が
複
製
品
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
宮
内
省
以
来
、
継
続
し
て
き
た
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
古
典
籍
複
製
事
業
の

沿
革
と
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

平
成
二
二
年
、
事
業
を
見
直
し
点
検
す
る
と
い
う
意
図
か
ら
、
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
（
現

在
は
、『
花
園
院
宸
記
』
の
複
製
）
を
寄
贈
し
て
い
る
諸
機
関
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
寄
贈
先
の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
機
関
等
か
ら
回
答
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
成
果
に
基
づ
く
総
括
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1　

本
複
製
品
の
配
架
場
所
に
つ
い
て
は
、
各
機
関
貴
重
書
架
（
書
庫
）・
和
装
図
書
書

架
な
ど
が
多
く
、
本
複
製
品
を
貴
重
書
や
和
装
本
と
同
じ
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
機
関
が

多
い
。
こ
れ
は
本
複
製
品
が
原
装
通
り
に
複
製
（
巻
子
本
）
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
一
部
の
機
関
で
は
一
般
書
架
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
一
般
図
書
と
同
様

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
概
ね
貴
重
な
資
料
と
し
て
特
別

の
扱
い
を
し
て
い
る
。

2　

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
年
次
を
追
っ
て
の
把
握
を
し
て
い
る
例
は
少
な
い
。

こ
れ
は
、
本
複
製
品
が
貴
重
書
庫
内
な
ど
で
の
閲
覧
に
限
定
し
、
ま
た
一
般
図
書
と
同

様
に
バ
ー
コ
ー
ド
貼
付
が
さ
れ
な
い
た
め
に
貸
出
し
の
履
歴
が
残
り
に
く
い
た
め
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
大
学
で
行
っ
て
い
る
日
本
史
関
係
・
書
誌
学
関
係
の
講
義
や
、
日
本

の
図
書
の
参
考
資
料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
例
は
多
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
般
閲

覧
の
履
歴
を
残
し
て
い
る
機
関
も
あ
る
。
ま
た
、
学
術
誌
に
本
複
製
を
利
用
し
た
研
究

成
果
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
学
術
利
用
も
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
（
（3
（

。

3　

本
複
製
品
は
、
カ
ラ
ー
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
精
巧
な
複
製
で
あ
る
た
め
、
写
真

な
ど
に
比
し
て
よ
り
多
く
の
正
確
な
情
報
を
提
供
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
た
巻
子
本
と
い
う
原
装
通
り
の
複
製
で
あ
り
、
書
誌
学
の
参
考
資
料
と
し
て
の
活
用

も
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
機
関
か
ら
継
続
的
な
寄
贈
が
要
望

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
本
事
業
の
意
義
が
当
部
所
蔵
古
典
籍
の
学
術
利
用
の
普
及

と
、
災
害
な
ど
に
よ
る
原
本
亡
失
に
備
え
る
た
め
の
危
険
分
散
で
あ
る
点
で
あ
る
こ
と
を

各
機
関
は
理
解
し
つ
つ
、
一
般
利
用
に
も
供
し
、
確
実
に
保
管
で
き
る
体
制
も
と
っ
て
お

り
、
当
部
が
期
待
す
る
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
結
論
で
き
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
文
化
財
へ
の
被
害
を
想
起
す
る
時
、
以
上
の
よ
う
な
複
製

事
業
は
、
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
事
業
継
続
が
求
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

（
註
）

（
1
）　

関
東
大
震
災
の
被
害
状
況
全
般
に
つ
い
て
は
、
内
務
省
社
会
局
編
・
刊
の
『
大
正
震
災
誌　

上
・
下
』（
大
正
一
四
年
）
に
詳
し
い
。

（
2
）　

北
原
糸
子
氏
「
関
東
大
震
災
と
文
化
財
」（『
自
然
災
害
科
学
』
二
八
─
一
、
平
成
二
一

年
）
で
は
、
史
蹟
な
ど
を
対
象
と
し
て
震
災
の
被
害
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
『
大
正
大

震
火
災
誌
』（
改
造
社
、
大
正
一
三
年
）
に
は
、「
名
蹟
と
文
献
の
喪
失
」
の
項
目
が
あ
り
「
帝

都
古
美
術
品
罹
災
誌
」
と
題
し
て
美
術
品
の
被
害
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
『
東
京

大
学
百
年
史　

部
局
編
四
』「
第
二
十
六
編　

附
属
図
書
館
」（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
二

年
）
は
、
関
東
大
震
災
に
お
け
る
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
東
京
国
立
博
物
館
編
『
東

京
国
立
博
物
館
百
年
史
』（
昭
和
四
八
年
）「
第
四
章　

関
東
大
震
災
と
復
興
博
物
館
の
建
設
」

に
は
、
当
時
の
博
物
館
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。
震
災
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
座
談
会　

図
書
寮
と
帝
室
博
物
館
の
思
い
出
─
杉
栄
三
郎
博
士
を
囲
ん
で
─
」（『
日
本
歴
史
』

一
九
五
、
昭
和
三
九
年
）
が
あ
り
、
当
時
図
書
頭
で
あ
っ
た
杉
栄
三
郎
氏
を
囲
ん
で
の
座
談
会

記
録
が
あ
る
。
こ
の
座
談
会
で
は
、
杉
栄
三
郎
の
ほ
か
、
桃
裕
行
、
児
玉
幸
多
、
和
田
軍
一
、
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矢
島
恭
介
、
田
中
健
夫
の
諸
氏
が
出
席
さ
れ
、
大
久
保
利
謙
氏
が
司
会
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、

昭
和
天
皇
記
念
館
・
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
共
催
展
示
図
録
『
摂
政
宮
と
関
東
大
震
災　

宮
内

庁
の
記
録
か
ら
』（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
宮
内
公
文
書
館
、
平
成
二
五
年
）「
第
四
章　

宮
内

省
の
動
向
」
に
お
い
て
も
、
関
東
大
震
災
時
の
図
書
寮
の
状
況
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

（
3
）　
「
関
東
大
震
災
と
図
書
寮
」（『
古
文
書
研
究
』
六
七
号
、
平
成
二
一
年
）。
の
ち
、
同
氏

『
宮
内
省
の
公
文
書
類
と
図
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』（
創
泉
堂
出
版
、
二
三
年
）
に
、
加

筆
・
訂
正
の
上
再
所
収
。

（
4
）　

小
川
省
三
氏
「
書
陵
部
官
制
の
変
遷
」（『
書
陵
部
紀
要
』
一
号
、
昭
和
二
六
年
）、
宮
間

純
一
氏
「
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究　

一　

図
書
寮
・
書
陵

部
に
お
け
る
官
制
・
事
務
分
掌
の
歴
史
的
変
遷
」（『
書
陵
部
紀
要
』
六
四
号
、
平
成
二
五
年
）

な
ど
。

（
5
）　

伊
地
知
鐵
男
氏
「
蔵
書
史
と
新
収
書
解
説
」（『
書
陵
部
紀
要
』
一
号
、
昭
和
二
六
年
）。

（
6
）　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
自
大
正
十
年
至
昭
和
五
年
図
書
寮　

重
要
雑
録
』
一
冊
（
識
別
番

号
2
4
1
8
5
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）　

日
本
印
刷
学
会
編
、
大
蔵
省
印
刷
局
刊
（
昭
和
四
九
年
初
刷
、
同
五
七
年
第
五
刷
）。

（
8
）　

便
利
堂
発
行
『
便
利
堂
コ
ロ
タ
イ
プ
工
房　

永
遠
の
さ
き
が
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。』

は
、
会
社
案
内
の
パ
ン
レ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
至
る
工
程
な
ど
、
写
真
入
り

で
丁
寧
な
解
説
が
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
の
概
要
と
特
徴
な
ど
を
知
る
に
は
便
利
な

入
門
書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

（
9
）　

山
本
修
氏
「
文
化
財
保
存
に
資
す
る
コ
ロ
タ
イ
プ
技
術
と
今
後
の
課
題
」（
彬
子
女
王
編

『
文
化
財
の
現
在　

過
去
・
未
来
』
宮
帯
出
版
社
、
平
成
二
五
年
）。

（
10
）　

大
正
三
年
当
時
の
印
刷
・
発
行
元
は
、
東
京
市
赤
坂
区
所
在
の
煥
文
堂
と
い
う
印
刷
業
者

で
、
代
表
は
弓
山
静
身
と
あ
る
。
ま
た
、
明
治
時
代
以
降
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
複
製
図

書
に
つ
い
て
そ
の
全
体
像
や
、
そ
の
嚆
矢
が
い
つ
頃
、
何
を
対
象
と
さ
れ
た
の
か
な
ど
の
諸
問

題
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
古
書
肆
が
発
行
し
て
い
る
古
書
目
録
の
記
載
が
参
考
と
な

る
。
一
誠
堂
書
店
『
一
誠
堂
古
書
目
録
』、
小
林
書
房
『
新
収
古
書
目
録
集
』
な
ど
に
は
、
複

製
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
項
目
を
備
え
て
い
る
。

（
11
）　
『
類
聚
古
集
』（
下
坂
守
氏
執
筆
）（『
週
刊
朝
日
百
科　

日
本
の
国
宝
64　

京
都
／
東
本
願

寺　

西
本
願
寺　

龍
谷
大
学
』（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
一
〇
年
）
所
収
）。

（
12
）　

註
（
8
）
前
掲
、
便
利
堂
発
行
『
便
利
堂
コ
ロ
タ
イ
プ
工
房　

永
遠
の
さ
き
が
け
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。』
及
び
山
本
修
氏
註
（
9
）
前
掲
論
文
。

（
13
）　

帝
都
復
興
事
業
が
、
大
正
一
三
年
か
ら
昭
和
五
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
越
茶

明
『
東
京
都
市
計
画
物
語
』（
筑
摩
書
房
、
平
成
一
三
年
）
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
14
）　
「
山
田
孝
雄
」
に
つ
い
て
は
、
築
島
裕
氏
執
筆
の
『
国
史
大
辞
典　

第
一
四
巻
』（
吉
川
弘

文
館
、
平
成
五
年
）
の
該
当
項
目
を
参
照
。

（
15
）　
「
古
典
保
存
会
覆
製
書
」
に
つ
い
て
は
、
太
田
晶
二
郎
氏
執
筆
の
『
国
史
大
辞
典　

第
五

巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
九
年
）
の
該
当
項
目
を
参
照
。

（
16
）　
「
尊
経
閣
文
庫
」
の
概
要
や
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
飯
田
瑞
穂
氏
執
筆
の
『
国
史
大
辞

典　

第
九
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
二
年
）
の
該
当
項
目
を
参
照
。

（
17
）　
「
尊
経
閣
叢
刊
」
に
つ
い
て
は
、
飯
田
瑞
穂
氏
執
筆
の
『
国
史
大
辞
典　

第
九
巻
』（
吉
川

弘
文
館
、
昭
和
六
二
年
）
の
該
当
項
目
を
参
照
。

（
18
）　

図
書
寮
文
庫
保
管
の
『
看
聞
日
記
』
は
全
四
四
巻
（
函
号
、
特
─
一
〇
七
）
で
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
一
巻
は
、
旧
表
紙
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
複
製
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
故

四
三
巻
と
な
る
。

（
19
）　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
、
一
冊
、
第
一
号
文
書
。
識
別
番
号
6
3
5
8
9
。

（
20
）　

便
利
堂
『
便
利
堂
の
事
業
』（
便
利
堂
、
昭
和
五
十
年
）。
ま
た
、
生
田
誠
氏
監
修
『
明
治

の
京
都　

て
の
ひ
ら
逍
遥　

便
利
堂
美
術
絵
は
が
き
こ
と
は
じ
め
』（
便
利
堂
、
平
成
二
五
年
）

で
は
、
便
利
堂
草
創
期
の
絵
は
が
き
印
刷
事
業
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
21
）　

図
書
寮
文
庫
所
蔵
（
函
号
、
五
〇
六
─
四
五
）。
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ

た
取
り
合
わ
せ
本
。
か
つ
て
北
畠
親
房
が
所
持
し
、
子
息
顕
信
に
伝
授
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
「
北
畠
本
」
と
も
称
さ
れ
る
。
詳
細
は
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

歴
史

編
』（
養
徳
社
、
昭
和
二
五
年
）
を
参
照
。

（
22
）　

同
会
は
、
そ
の
後
も
古
典
籍
の
複
製
刊
行
を
行
い
、
昭
和
六
年
か
ら
、
第
二
期
の
刊
行
を
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は
じ
め
、
昭
和
一
六
年
ま
で
全
四
期
に
わ
た
っ
て
三
二
種
の
古
典
籍
の
複
製
・
刊
行
を
行
っ
て

い
る
。

（
23
）　

註
（
19
）
前
掲
資
料
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
同
会
よ
り
図
書
寮
に
参
考
資
料
と
し
て
提

出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
24
）　

昭
和
四
年
刊
行
の
『
貴
重
図
書　

影
本
刊
行
会　

趣
意
書
規
定
及
第
二
回
配
本
目
録
』
に

よ
れ
ば
、
第
一
期
の
配
本
済
書
目
と
し
て
、
承
徳
本
古
謡
集
（
一
巻
）、
百
万
塔
陀
羅
尼
（
一

一
基
）、
長
恨
歌
琵
琶
行
（
一
冊
）、
法
華
経
音
訓
（
一
冊
）、
寛
永
延
宝
は
や
り
小
う
た
（
一

冊
）、
注
十
疑
論
（
一
帖
）、
小
竹
集
（
一
冊
）、
教
長
古
今
集
註
（
二
帖
）、
長
崎
見
聞
誌
（
二

冊
）、
野
山
獄
読
書
記
（
一
冊
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
25
）　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
昭
和
一
〇
年　

看
聞
日
記
領
収
書
綴
』
一
冊
、
識
別
番
号
6

	
3
	
5
	

7
3
。

（
26
）　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
自
昭
和
一
〇
年
至
同
一
六
年　

群
書
治
要
影
本
其
他
調
製
関
係
綴　

一
』
一
冊
、
識
別
番
号
6
3
5
9
2
。

（
27
）　

図
書
寮
本
の
疎
開
に
つ
い
て
は
、
大
窪
太
朗
氏
「
図
書
寮
本
の
疎
開
前
後
」（『
書
陵
部
紀

要
』
三
〇
号
、
昭
和
五
三
年
）
が
詳
し
い
。
ま
た
、
大
窪
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
し

た
田
中
悦
子
氏
「
図
書
寮
本
の
戦
時
疎
開
に
つ
い
て
─
大
窪
太
朗
氏
の
聞
き
書
き
を
も
と
に

─
」（『
記
録
と
史
料
』
一
〇
号
、
平
成
一
二
年
）
も
こ
れ
を
補
う
も
の
で
あ
る
。

（
28
）　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
自
昭
和
五
年
至
同
一
八
年　

貴
重
書
影
本
〈
看
聞
日
記
〉
刊
行
予

定
』
一
冊
、
一
一
号
文
書
、
識
別
番
号
6
3
5
8
9
。

（
29
）　

図
書
寮
文
庫
所
蔵
。
全
一
巻
、
函
号 

柳
─
一
二
九
七
。

（
30
）　

昭
和
六
年
に
、
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
か
ら
佐
々
木
信
綱
の
解
説
を
付
し
て
、
コ
ロ
タ
イ

プ
に
よ
り
複
製
が
刊
行
さ
れ
た
『
山
家
心
中
集
』（
図
書
寮
文
庫
所
蔵
、
一
冊
〔
函
号
、
五
〇

一
─
一
三
九
〕）
が
、
同
会
に
お
け
る
図
書
寮
所
蔵
図
書
の
複
製
の
最
初
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
同
本
の
刊
行
が
「
図
書
寮
善
本
叢
刊
」
の
第
一
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
同
書
の
複
製

に
は
、
そ
の
こ
と
は
謳
っ
て
は
い
な
い
。

（
31
）　

便
利
堂
『
便
利
堂
の
事
業
』（
便
利
堂
、
昭
和
五
十
年
）。

（
32
）　

現
在
の
所
管
は
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
。
当
時
は
「
天
子
巻
」
の
み
カ
ラ
ー
コ
ロ
タ
イ

プ
で
刊
行
し
た
。

（
33
）　

図
書
寮
文
庫
所
蔵
、
全
三
七
点
（
宸
筆
三
五
巻
、
宸
筆
紙
一
枚
、
影
写
本
一
巻
）
函
号
、

伏
─
五
一
九
。

（
34
）　

各
地
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
報
告
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
ま
た
、
各
地
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
著
作
と
し
て
、
奥
村
弘
史
氏
『
大
震
災
と
歴
史
資
料
保

存　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
東
日
本
大
震
災
へ
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
四
年
）・
文
化
財

保
存
修
復
学
会
編
『
文
化
財
の
保
存
と
修
復
14　

災
害
か
ら
文
化
財
を
ま
も
る
』（
ク
リ
プ
ロ
、

平
成
二
四
年
）
な
ど
を
あ
げ
て
お
く
。
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
・
独
立
行

政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
主
催
「
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
の
今
後
を
考
え
る
〜
東
日
本
大
震

災
か
ら
一
年
を
経
過
し
て
〜
」（
平
成
二
四
年
三
月
二
四
日
開
催
）
な
ど
が
あ
る
。

（
35
）　

平
成
二
三
年
一
二
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
主
催
の
「
第
22
回
保
存

フ
ォ
ー
ラ
ム　

中
国
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
日
本
に
お
け
る
資
料
防
災
：
国
立
図
書
館
か

ら
の
報
告
」
に
お
け
る
、
岩
手
県
立
図
書
館
長
・
酒
井
久
美
子
氏
の
発
言
な
ど
に
よ
る
。
こ
う

し
た
事
例
は
数
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
36
）　

純
粋
な
和
紙
は
、
酸
性
紙
問
題
と
は
無
縁
で
は
あ
る
が
、
そ
の
保
全
は
保
存
環
境
に
大
き

く
関
わ
っ
て
く
る
。
正
倉
院
に
伝
来
し
て
い
る
律
令
国
家
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
膨
大
な
文
書

は
、
千
数
百
年
に
わ
た
っ
て
伝
来
し
続
け
て
お
り
、
未
来
に
も
そ
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
和
紙
と
墨
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
の
媒
体
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
紙
媒
体
資

料
の
保
存
な
ど
に
つ
い
て
は
、
園
田
直
子
氏
編
『
紙
と
本
の
保
存
科
学
』（
岩
田
書
院
、
平
成

二
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
37
）　

花
園
天
皇
日
記
研
究
会
で
は
、『
花
園
院
宸
記
』
の
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
を
利
用
し
、
同
記

の
注
釈
の
作
業
を
行
い
、
以
下
の
よ
う
な
成
果
を
公
刊
し
て
い
る
。

『
花
園
天
皇
日
記
（
花
園
院
宸
記
）
訓
読
と
注
釈　

正
和
二
年
正
月
記
』（『
花
園
大
学
国
際
禅

楽
研
究
所
論
叢
』
四
号
、
平
成
二
一
年
）、『
花
園
天
皇
日
記
（
花
園
院
宸
記
）
訓
読
と
注
釈　

正
和
二
年
三
月
記
』（『
花
園
大
学
国
際
禅
楽
研
究
所
論
叢
』
七
号
、
平
成
二
四
年
）、『
花
園
天

皇
日
記
（
花
園
院
宸
記
）
訓
読
と
注
釈　

正
和
二
年
四
月
記
』（『
花
園
大
学
国
際
禅
楽
研
究
所

論
叢
』
八
号
、
平
成
二
五
年
）。
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図書寮・書陵部　コロタイプ複製一覧

順
番 年　度 書　　　名 員　数 単・多色 部数 製作会社 市　販 備　　　　考

1
昭和6年
〜
10年

看聞御記 43 巻 単 100 部 便利堂
貴重図書影
本行会会員
に増刷頒布

収納箪笥 2棹付
釈文 44 冊付

2
昭和11年
〜
16年

群書治要 47 巻
単

訓点は木
版による
朱刷

80 部 大塚巧芸社

収納箪笥 1棹付
釈文 48 冊付
釈文は合計 160 部
製作し 80 部は各
方面にも配布

3 昭和20年 中右記　天仁 2年冬 1巻 単 100 部 便利堂 解説付
4 昭和22年 麓木抄　上 1冊 単 140 部 便利堂 解説付

5 昭和23年 四分律音義 1巻 単 100 部 便利堂 解説付
（以上、図書寮による）

6 昭和24年 為兼卿和歌抄 1冊 単 180 部 便利堂 解説付
（以下、書陵部による）

7 同 文館詞林　巻 668 1 巻 単 100 部 便利堂 解説付
8 昭和25年 類聚名義抄 1帖 単 80 部 便利堂 解説付
9 同 蓂明抄 1巻 単 150 部 便利堂 解説付
10 昭和28年 水左記　康平 7年春夏 1巻 単 150 部 便利堂 解説付
昭和30年 水左記　康平 7年秋冬 1巻 単 150 部 便利堂 解説付

11 昭和31年 むくら　3 1 冊 単 150 部 便利堂 解説付
12 同 いはてしのふ 1冊 単 150 部 便利堂 解説付
13 昭和32年 土右記　延久元年夏 1巻 単 150 部 便利堂 解説付
14 同 台記　保延 5年夏 1巻 単 150 部 便利堂 解説付昭和34年 台記　仁平 2年秋 1巻 単 150 部 便利堂
15 昭和33年 ささめこと 2冊 単 200 部 便利堂 解説付
16 昭和35年 古今和歌集 1冊 単 200 部 便利堂 解説付
17 昭和36年 比良山古人霊託 1巻 単 200 部 便利堂 解説付
18 同 漂到流球国記 1巻 多 200 部 便利堂 解説付
19 昭和38年 琵琶譜 1巻 多 150 部 便利堂 解説付
20 昭和39年 御摂籙渡庄目録 1巻 単 150 部 便利堂 解説付
21 昭和40年 金葉和歌集 1冊 単 200 部 便利堂 解説付
22 昭和41年 天子摂関御影　天子巻 1巻 多 150 部 便利堂

解説付昭和42年 同　摂関巻 1巻 単 150 部 便利堂
昭和43年 同　大臣巻 1巻 単 150 部 便利堂

23 昭和44年 洛中絵図 1鋪 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部）

分割図方式
解説付

24 昭和45年 平安朝往生伝集 2冊 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

25 昭和46年 文机談 2巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

26 昭和47年 維摩講師研学竪義次第　上 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

昭和48年 維摩講師研学竪義次第　下 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部）

27 昭和49年 詩序集　下 1冊 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

28 昭和50年 春記　長暦 4年正月 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

29 昭和51年 花園天皇宸翰集 3巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

30 昭和52年 紀家集 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

31 昭和53年 伏見天皇御集　夏部 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

32 昭和54年 知国秘鈔　上 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

昭和55年 知国秘鈔　下 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部）

33 昭和56年 新夜鶴抄 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

34 昭和57年 桂別業図 1鋪 多 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部）

分割図方式
解説付

35 昭和58年 伏見天皇宸筆御置文 2巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付
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36 昭和59年 椿葉記 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

37 昭和61年 看聞日記巻 5紙背文書 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

38 昭和62年 梁塵秘抄口伝集巻 10 1 冊 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

39 同 為兼為相等書状並案 1巻 単 150 部 便利堂 吉川弘文館
（150 部） 解説付

40 昭和63年 法性寺殿記 1巻 単 150 部 便利堂 八木書店
（150 部） 解説付

41 平成元年 源経信筆　琵琶譜 1巻 多 150 部 便利堂 八木書店
（150 部） 解説付

42 平成2年 僧慶政関係資料　法華山寺縁起 1巻 単 150 部 便利堂 八木書店
（150 部） 解説付

43 同 僧慶政関係資料　渡宋記 1巻 単 150 部 便利堂 八木書店
（150 部） 解説付

44 平成3年 花園院宸記　巻 1，2，3 3 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成4年 花園院宸記　巻 4，5 2 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成5年 花園院宸記　巻 6　 1巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成6年 花園院宸記　巻 7 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成7年 花園院宸記　巻 8 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成8年 花園院宸記　巻 9，11 2 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成9年 花園院宸記　巻 10 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成10年 花園院宸記　巻 12，13 2 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成11年 花園院宸記　巻 14，15，16 3 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成12年 花園院宸記　巻 17，19 2 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成13年 花園院宸記　巻 18 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成14年 花園院宸記　巻 20 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（100 部） 解説付

平成15年 花園院宸記　巻 21 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（55 部） 解説付

平成16年 花園院宸記　巻 22 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（55 部 ） 解説付

平成17年 花園院宸記　巻 23 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（55 部 ） 解説付

平成18年 花園院宸記　巻 24，26 2 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（55 部 ） 解説付

平成19年 花園院宸記　巻 25 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（55 部 ） 解説付

平成20年 花園院宸記　巻 28 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（55 部 ） 解説付

平成21年 花園院宸記　巻 27 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（55 部 ） 解説付

平成22年 花園院宸記　巻 29 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（55 部 ） 解説付

平成23年 花園院宸記　巻 30 1 巻 多 100 部 便利堂 思文閣出版
（50 部 ） 解説付

平成24年 花園院宸記　巻 31，33 2 巻 多 85 部 便利堂 思文閣出版
（50 部 ） 解説付

平成25年 花園院宸記　巻 34 1 巻 多 80 部 便利堂 思文閣出版
（50 部 ） 解説付


